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日本国有鉄道座席予約システム用自動取消装置
Automatic Reserved-Seat Canceler

for MARSlO5 Seat Reservation SYStem

日本国有鉄道座席予約システムでの指定券の取消枚数は,発売枚数の20%に及ん

でいる｡そのため,再発売に備えて取消情報を簡単な操作で誤りなく中央装置へ戻

すため,指定券に印字された光学マークを読み取り,中央装置へ送信する端末装置

を開発した｡

装置の惟格上,予約装置と密接な関連をもたせた接続構成とし,また指定券印刷

発行機で印刷されるマークの読取りに適した,微小光学マークの読取方式を新たに

開発した｡

座席予約用操作卓から手操作で取り消す場合,1件に約1分を要したが,本装置

によりこれを約10～15秒に短縮することができた｡指定券は一般乗客の手に渡った

後,折られたり汚損されるものがあり,これらの影響をも含めた読取率は,実運用

状態を想定した模擬実験の結果,85～90%となり実用化された｡

t】 緒 言

日本国有鉄道(以下,国鉄と略す)の｢みど-)の窓口+で予

約発売される指定席券の取消枚数は,発売校数のほぼ20%に

及んでいる1)｡窓口で指定券が払い戻されると,この指定券は

再発売に備えて中央計算機に戻される｡従来,この取消操作

は取消機能をもっている座席予約端末装置から取消情報(札

日,列車名,乗降駅名,号卓番号,座席位置など)を手操作で

入力する方法によっていた｡この方法では,処王堅時間が1件約

1分程度かかることと2),操作ミスによる誤取消が生じやすく,

特に繁忙期には取消業務への対応が困難となっていた｡そこ

で,この取消業務の能率向_Lと誤取消防止を図るために,発

券時,指定席券券面に印字記録きれた符号を光学的に読み取

って,取消情報として中央装置へ送信する自動取消装置を開

発した｡図1に本装置の外観を示す｡

臣l 概 要

2.1 構 成

(1)自動取消装置を]妾続した座席予約端末装置の構成

本装置は国鉄の座席予約端末システムのMARSlO5N形,

同HN形端末装置のオプション装置として位置づけられ,こ

れらの端末装置の操作制御卓に弓妾続して使用される｡

図2に,自動取消装置を接続したN形端末装置の接続構成

を示す｡指定券の予約発券時は,操作制御卓から予約情報を

入力し中央装置へ送信することにより座席が予約され,印刷

発行機によって指定券が発行される｡自動取消装置によって

取消操作を行なうときは,図3に示す本装置の操作表示パネ

ルの取消要求スイッチをONにする｡このとき操作制御卓が

使用中でなければ,操作制御卓の伝送制御部を自動取消装置

側に切り換え,取消動作が可能となる｡

券面に印字される取消符号は,発券時のリボンの使用回数

や印刷発行機の調整値の差異などにより,印字の濃淡,印字

位置のずれが生ずることと,券面の汚れや折り目などによっ

て本装置に読み取れないものが発生する場合がある｡これら

の券の取消しは,操作制御卓からの手操作で取消しを行なう
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必要があることから,本装置は操作制御卓の近傍に設置され

ることが望ましい2)｡また,必ずしも予約発券時のような即時

処理を要せず,操作制御卓の空き時間を利用できるので本装

置はN形若しくはHN形端末装置に接続し,操作制御卓の伝

送制御部を切り換えて使用する構成とした｡

(2)自動取消装置の構成

自動取消装置は,図4に示すように読取機構部と制御部か

ら構成されている｡

(a)読取機構部

読取機構部は指定券を才般送するベルト機構,券面の取消

符一号を光学的に検知して電気信号に変換する読取ヘッド,

指完三券に取消済みのマークを印字するスタンプ機構,取消

済み指定券と読取誤りや伝送エラーなどによr)取消しでき

図l 自動取消装置の外観

位置している｡

指定券挿入口は,装置前面の右の部分に

*
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N形端末装置(若しくはHN形端末装置)

通信回線

自動取消装置 卓爛触W作操
刷ロ

r
-
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図2 接続構成 N形(若LくはHN形)座席予約端末装置を経由して,中

央装置へ取消情報を送信する｡

なかった券を分離して収容するスタッカ機構及びこれらを

駆動制御する電子ユニットから構成されている｡

(b)制御部

制御部は操作表示パネル,論理制御部及びこれらに必要

な電源部から構成される｡

操作表示パネルは,図3に示すとおり状態の設定を行な

うスイッチと状態表示及び取消操作に対する中央装置から

の回答情報を表示する表示ランプを備えている｡

論理制御部は,前記読取機構の駆動停止制御,読取機で

読み取った取消符号の論理判定及び一時記憶,対操作制御

卓送受信制御と操作表示パネルなどの制御を行なうIC(集

積回路)ロジック回路である｡

2,2 機能及び性能

指定席の予約は,操作制御卓から予約情報を中央装置に送

信し,これに対する中央装置の回答情報によって指定券が印

刷発行される｡このとき,従来の券面印字情報に加えて取消

の際必要とする情報が符号化され,チェック符号とともに端

末に送られ,微小な光学マークとして同時に券面に印字記録

される｡取消に当たっては,この指定券を装置に挿入するこ

とにより,前記の光学マーク(取消符号)を読み取りヰ央装置

へ取消情報として送信し,中央装置の予約ファイルを元に戻
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操作表示パネル

本装置の操作,:状態表示及び回答

表示を行なうパネルを示す｡
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図4 機能ブロック図

本装置の機能ブロックと送受信情

報,及び制御信号の流れを示す｡



す処理が行なわれる｡

具体的な操作及び動作は下記に述べるとおりである｡

本装置が接続された座席予約端末装置の操作制御卓が使わ

れていない状態で,本装置の操作表示部にある｢取消要求+

スイッチをONすることにより,操作制御卓からの入力を禁止

し,中央装置への伝送制御部を本装置側に切F)換える｡読取

機構部の指定券挿入口へ指定券を挿入することにより,券を

装置内に引き込み,取消符号を光学的に読み取り中央装置へ

送信する｡取消符号を読み取ったこ状態で指定券はいったん停

止し,中央装置からの回答を受信することにより,操作表示

パネルに回答種別を表示するとともに,取消が完了("YES''

回答を受信)した場合は指定席券券面に赤色の取消済みマー

ク(×印)を捺印する｡読み誤りや伝送エラーなどによって,

正しく取り消されなかった券はこの捺印を行なわない｡桝答

情報によって取消済みマークが捺印された指定券は,ベルト

によって取消済みの指定券を収容するアクセプトスタッカに

収容され,取消が完了しない指定券はりジュクトスタッカに

各々選択収容される｡スタッカへの収容が終わると次の指定

券の挿入が可能となる｡指定券挿入からスタッカ収容までの

1件当たり処理時間は約10秒間で,手操作時の約1分に比べ

て大幅に短縮を図り,取]及者の操作も指定券を挿入するだ

けの簡単なものとした｡アクセ7Dトスタッカが一杯になると

操作表示パネルの｢スタッカランプ+が点灯し,指定券の挿

入ができなくなる｡

表1に,本装置の主要性能を示す｡

田 読取方式

3.1 指定券仕様

図5に,本装置で取消を行なう指定券の例を示す｡指定券

の‾Fから2行目の位置に取消符号が印字される｡指定券には

国鉄券を証す他校様と枠取りが印刷されておi),従来の指定

券は,地模様が若草色,枠取りが黒色で印刷されていた｡こ

の指定券の印刷色を,マーク符号と読み誤らなし-よう光学

的に感知しないドロップアウトカラーとし,かつ地模様と枠

取り色がマッチした色を選ぶ必要があった｡種々の組合せに

よりサンプルを作成のうえ実験検討を行ない,若草色の地模

様に紫色の枠取りとすることとした｡この検討結果に其づき

指定券の様式が変更された｡

3.2:取消符号

光学的に読み取られる取消符号は,図6に示すように,第

1マーク,第2マークの-･一対の微小マークによって構成され

ている｡一組みの取消符号の中の個々のマークは,その占め

る位置に対し官す～㌘の重みが付けられ,この和が小さし､もの

から順に0～7の8種類の数字コードに対応させてある｡取

消符号は,指定券の発券時に印刷発行機により他の券面印字

と同様に印字されるもので,1文字分のスペースに一つの取

消符号が印字記銀される｡

3.3 読取方式

マーク寸法が小さいことと,印字位置のばらつきにより特

定のタイミングマークに合わせて,取消符号を印字すること

が困難であるため,本装置のマーク読取方式は読取ヘッドで

検知したマークそのものからタイ ミングを得る方式とした｡

すなわち,マークの検出順に奇数マークと偶数マークの一対

で一組みの取消符号と判定する方式で,マークとマークの間

隔が一定値以上あればマークの印字ピッチが変動してもよい

という微小マークの読み取りに適した方式である｡

指定券が読取ヘッドの下を走行する間,券面の取消符号の
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表I 主要性能 本装置の代表的な性能を示す｡

項 目 性 能

読 取 方 式 光学式マーク読取方式

指定券挿入による自動発信方式発 信 方 式

才旨定券挿入方式 l枚ずつの手挿入方式

読 取 速 度
l件当たり処‡里時間:約10秒

指定券走行速度:120mm/s

貴大読取符号数 37字/指定券

読 取 位 置 指定券の第7行目

取消符号の種類 8種(0～7の数字コードに変換)

指定券左上部に赤色×印を自動捺印

アクセ70卜側:250枚

リジェクト側:50枚

取消済みマーク

スタッカ客土

形1犬･寸 法 自立式机形 幅500×高さ840×奥行600(mm)

研こ ユ昏蒙ウや

図5 指定券様式(見本) 指定券券面の7行目(下から2行目)に取消符

号が印字記重責される｡

印字エリアを光学的に走査し,反射光を光～電気変換して紙面

出力に対してマーク信号を弁別する｡ニの信号を論理処理し

て順次バッファメモリに記憶させ,指定券1枚分の読取りが

終了した時点で操作制御卓を経由し,中央装置へ取消情報と

して送信する｡取消符号にはチェック符号を含ませてあり,

端末の経済性とシステムの柔軟ノ性の観点から,この読み取っ

たチェック符号を含む】枚消符号は端末でのチェックは行なわ

ず,数字コードに変換後すべて中央装置に送信し,システム

として一括チェックを行なう方式とした｡

田 読取機構

指定券は,いったん発売された後は読取媒体としての管理

は望めず,折られたり,披になったものも払い戻され,取消

操作の対象となる｡これらの券も安定に読取機内を搬送させ

るため,ベルト搬送方式を採用し,読取ヘッドによるマーク

検出方式も指定券の披や折り目の影響を′受けにくいように配

慮されている｡

スタッカ部は,取消終了券と読み誤りなどによる取消未完

了券とをアクセプト側とリジェクト側に分離して収容するが,

このスタッカ部についても,指定券の折り目や毒波の影響をな

くすよう配慮されている｡

装置の実装構造上,右側板を取-)外すことにより保守調整

を可能とするため,ベルト搬送系,読取ヘッド,取消済みマ

ークの捺印スタンプ機構は,すべて1枚のメインフレームに

片持的に支持される構造とした｡
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数字コード 0 1 2 3 4 5 6 7

取消符号

(a)取消符号の構成

図6 取消符号 第lマークと第2マークのペアで一つの取消符号を構成する｡

B 言読取性能

読取性能は,指定券の媒体の良否に左右される｡指定券を

印字する印刷発行機の整備状態や,印刷発行機のりボンの使

用回数により印字に濃淡があり,発行された指定券の乗客に

よる携帯の仕方により折れたり,汚損される場合があって,

これらはいずれも直接読取率に影響を及ぼす｡実際に近い状

態を想定したサンプルで実験した結果から,実用時の読取率

は約85～90%程度と見込まれている｡

l司 結 富

自動取消装置は,昭和52年後半から順次設置され運用に入
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(b)数字コードとの対応

っている｡今後,国鉄幹線の主要駅に配置され,座席予約取

消操作の簡易化と取消信相度の向上に寄与できるものと考え

ている｡

最後に,本装置の開発に当たり,長期にわたり御指導,御協

力をいただいた関係各位に対し深謝の意を表わす次第である｡
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複素ディジタルフィルタの周波数サンプリング法

による設計と構成
日立製作所 小杉 宏

電子通信学会誌 60⊥1l,川07(昭52-‖)

通常のディジタルフィルタは,アナログ

フィルタと同様実フィルタであー),正負の

周波数に対する対称惟の条件が課せられる｡

これに対して,信号を複素化してフィルタ

からこのような制約を除くことが考えられ,

複素フィルタという概念が生まれる｡ⅠIR

(Infinite-durationimpulse-reSpOnSe;

無限長インパルス応答)形の複素帯j或通過

フィルタについて設計法と特性を示した文

献はあるが,周波数サンプリング法などの

FIR(Finite-durationimpulse-reSpOnSe;

有限長インパルス応答)形の複素フィルタ

について考察したものはない｡

まず複素フィルタの一般的性質について

論ずる｡複素フィルタの一つの利点は,帯

域通過形や帯域消去形の周波数特性を左右

対称にできることである｡サン70リング周

波数が帯域幅に等しいことが標本化定理の

意味であると考えられ,複素帯域通過フィ

ルタでは帯域幅が実帯域通過フィルタの半

分になるから,サンプ】ノング周波数も半減

できる｡低域通過,高域通過,帯域消去形

についても複素フィルタのサン78リング周

波数は対応する実フィルタの÷になる｡

しかし,ⅠIR,FIRまた再帰(Recursive)

形,無再帰(Nonrecursive)形を問わず,

解析信号を入力とする複素フィルタの遅延

素子数,単位時間当たりの演算数は一一般に

実フィルタのそれと同一になる｡サンプリ

ング周波数/ぶに対して,入力周波数は実フ

ィルタでは0～/古/2の範囲になければなら

ないのに対して,解析信号を人力とする複

素フィルタでは0～/ぶの範囲にあればよい｡

このことから,実フィルタのZ平面表示で

下半平面の極,零点を消去し上半平面の極,

零点を残して更に単位円の上部半円を全円

周にまで引き伸ばしたものが,この実フィ

ルタと同一特性の複素フィルタのZ平面表

示と考えられる｡したがって,複素フィル

タでは伝達関数の分母,分子多項式の次数

は実フィルタの÷になる｡しかし.信号は

実数だけでなく虚数分も加わるため,遅延

素了･数,単位時間当たりの演算回数は実フ

ィルタと同一になるのである｡

次に榎素フィルタの周波数サンプリング

法による設計法と特性を明らかにした｡複

素帯域通過,低域通過フィルタは,実低域

通過形の零点と極を5周波数サンプルだけ

回転することにより誘導でき,もとの実低

域通過形が最適化されていれば,誘導した

フィルタも最適化されたものになる｡そし

て,通過域の周波数サンフレル数が奇数の場

合にはタイプ1,偶数の場合にはタイプ2

の実低域フィルタから誘導される｡このよ

うに誘導した複素帯域通過,低域通過フィ

ルタは,複素共振器を用いて構成できる｡

複素帯域消去,高城通過形も同様に誘導

できるが,これらについては少数の共振器

で構成できる方法を示した｡
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